
宮城県におけるこれまでの歴史をふりかえり

ながらこれからの河川・海岸事業
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１ 水害の歴史と治水対策
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１－１ S22年カスリン，S23年アイオン，S25年熱低の被害
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S22カスリン台風 S23アイオン台風 S25熱帯低気圧

＜降雨状況＞

●築館：460mm/3日

県北において豪雨となり、従来の東
北地方の記録を破る大雨となった。

＜降雨状況＞

●仙台 30３mm/５日

仙台をはじめ全県で豪雨となった。
宮城県の全耕地面積あたり冠水率が
46｡5％となった。

＜降雨状況＞

●笹谷 ４６５mm/4日

山地部特に笹谷付近で豪雨となった。

１－２ S22年カスリン，S23年アイオン，S25年熱低の被害
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あまりの水勢に夏川の堤防が破堤（旧中田町）

北上川大泉堤防の復旧作業（旧中田町）

すっかり水に浸かった街（旧築館町）

S22カスリン台風

吉田川の破堤により軒下まで浸水した集落（旧鹿島台町）

泥海に浮かぶ民家（仙台市宮沢橋付近）

市電通りの浸水（仙台市河原町）

S23アイオン台風

S25熱帯低気圧

登米市全域が浸水

名取川・広瀬川・多田川・吉田川などが破堤

鳴瀬川上流部・中新田の堤防破堤
旧若柳町では10～30日間浸水

１－３ S61年8月(台風10号)･H6年９月(集中豪雨)･H14年7月(台風6号)
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鹿島台中心部の浸水状況

吉田川左岸の破堤（鹿島台下志田地内）

名取市・岩沼市の浸水状況

S61.8(台風10号)

増田川の橋梁被災状況

迫川 南谷地越流堤の越流状況

二迫川の破堤状況
（栗原新川地内）

H6.9(集中豪雨)

○仙台市の連続雨量402mm
○吉田川・鶴田川等７河川１１箇所で破堤

○県内全域で約200mm
○二迫川・荒川等５河川８箇所で破堤

○総雨量 樽水478mm･多賀城351mm
○時間雨量 樽水84mm･多賀城132mm
○増田川･五間堀川･川内沢川越水・破堤

岩沼市内の浸水状況

H14.7(台風6号)

１－４ 宮城県の地形の特徴とこれまでの治水対策

6

● 宮城県は地形的に洪⽔被害
を受けやすい低平地を抱える

● 低平地には農地が広がり市
街地が形成されている

治めるのが難しい多くの
「難治河川」を抱える

● 下流部の河道断⾯の拡⼤に
は限界がある

上流部にダム，中流部
に遊⽔地を設置

１－５ 宮城県の重要な治水施設 ダム（１）
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胆沢ダム（岩⼿県）
上⼤沢ダム

岩堂沢ダム
(利⽔専⽤)

⼆ツ⽯ダム
(利⽔専⽤)

払川ダムH16完成
H25完成

H25完成

H21完成

H21完成

H14完成S63完成S60完成S36完成

釜房ダム(国)

S45完成

S32完成
南川ダム七北⽥ダム 惣の関ダム⼤倉ダム

花⼭ダム
（H14再開発）

１－６ 宮城県の重要な治水施設 ダム（２）
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⼩⽥ダム栗駒ダム

漆沢ダム

化⼥沼ダム

荒砥沢ダム

摺上川ダム（福島県） 七ヶ宿ダム(国) 樽⽔ダム 宮床ダム

鳴⼦ダム(国)

⻑沼ダム

筒砂⼦ダム(国)
建設予定

川内沢ダム(県)
建設予定



１－７ 宮城県内の遊水地
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南⾕地遊⽔地(A)

蕪栗沼遊⽔地(B)

砂押川遊⽔地(C)･勿来川遊⽔地(C)

笊川調節池(C)

伊⾖沼遊⽔地(D)

締切沼遊⽔地(D)
名鰭沼遊⽔地(D)

収 益 減 補 償 ⽅ 式 Ａ

地 役 権 設 定 ⽅ 式 Ｂ

全 ⾯ 買 収 ⽅ 式 Ｃ

⼲ 拓 遊 ⽔ 地 Ｄ

〇遊⽔池の権利設定⽅式

品井沼遊⽔地(A)
⾚井江遊⽔池（C)H25〜

２ 昨今の降雨状況
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２－１ 雨の降り方が変わってきた・・・（大雨の頻度）
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1時間に50ミリや８0ミリを
超えるような猛烈な豪雨が，
増加傾向にある

出典：気象庁ホームページ

アメダス地点で1時間降水量が50mm，80mm
以上となった年間の回数

（1,000地点あたりの回数に換算）

現時点で，地球温暖化の影響による
ものかは明らかでないものの，強い
雨の発生頻度が，確実に多くなって
きている！

５０ｍｍ

８０ｍｍ

今後，東北地方は現在よりも１．２２倍もの降雨量の増大が予測される

（国交省気候変動小委員会資料より）

0

50

100

150

200

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

東北 九州

現
在

将
来

現
在

将
来

１

１

１

１

地球温暖化に伴う降雨量の増大と危険性の増大

将来の降水量倍率予測 治水安全度の低下予測

治
水
安
全
度

※

倍率1.07

倍率1.11
倍率1.11

倍率1.13

倍率1.24

×１．２２

出典：Ｈ２０東北治水大会

東北地方整備局河川部長説明資料
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２－２ 雨の降り方が変わってきた・・・（確率降雨）

冠水面積
A＝約200ha

越流堤の破堤位置

●平成24年5月4日午前9時頃決壊

冠水面積
A＝約200ha

越流堤の破堤位置

●平成24年5月4日午前9時頃決壊

２－３ 平成２４年５月 豪雨（出来川災害関連事業）
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●平成24年4⽉30⽇からの総⾬量は198㎜、時間⾬
量は最⼤22㎜を記録し，平成24年5⽉4⽇9時頃，出
来川右岸堤防が決壊（美⾥町）

●災害関連事業により復旧し，平成25年度完了。
名鰭沼遊水地

【古川雨量観測所】
時間最大：22mm
累加雨量：198mm

【古川雨量観測所】
時間最大：22mm
累加雨量：198mm

決壊延長 L=20m

２－４ 平成２４年６月 台風４号（新川災害関連事業）
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●平成24年6⽉19⽇からの総⾬量は160㎜を
記録し，新川左岸堤防が決壊する等の被害
が発⽣。（村⽥町）

●災害関連事業により復旧，H26.９完了。

新川右岸堤防 決壊 Ｌ＝２１．５m

時間最大32mm
累加雨量160mm

村田雨量観測所

２－５ 平成２５年７月２６～２８日の低気圧豪雨
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７⽉26⽇から28⽇にかけて,温か
く湿った空気の流れ込みにより,⻄⽇
本から北⽇本の広い範囲で⼤気の状
態が⾮常に不安定となり,このため,局
地的に⾮常に激しい⾬が降った。

県内の観測された１時間⾬量は，
筆甫86.0mm（7⽉の観測史上最
⼤）,気仙沼84.5mm（観測史上最
⼤）,築館62.5mmを記録。

２４時間⾬量では，築館159.5mm,
気仙沼143.0mm,筆甫123.0mmを
観測。

気仙沼市を中⼼に浸⽔被害が発⽣
し，床上浸⽔85棟，床下浸⽔225棟
の被害が発⽣。

出典：平成25年7⽉29⽇午後2時現在宮城県発表
資料より

２－６ 平成２５年７月２６日～２８日の低気圧豪雨
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照越川(栗原市)破堤状況及び応急復旧状況

２－７ 平成２６年１０月１４日 台風１９号
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宮城県では，台⾵東側の前線の影
響で13⽇昼頃から⾬が降り始め，台
⾵が接近した14⽇未明から明け⽅に
は⾮常に激しい⾬となり，13⽇12時
から14⽇12時までの降⽔量は⽯巻市
雄勝で209.5ミリ，⼥川で194.0ミリ
を観測。

【県内で10⽉観測史上最⼤の観測箇所】
・１時間⾬量

岩沼 ６０．５ｍｍ
亘理 ５３．５ｍｍ
⼥川 ５０．５ｍｍ
仙台 ４７．５ｍｍ

・２４時間⾬量
⼥川 １９４．０ｍｍ
岩沼 １６１．５ｍｍ
仙台 １４９．５ｍｍ出典：宮城県災害時気象資料（仙台管区気象台）

資料より

降⽔量分布図
※10 ⽉13 ⽇12 時から10 ⽉14 ⽇12 時までの積算降⽔量（単位：mm）



一級河川名取川水系北貞山運河
①概要

・北貞山運河(右岸)(仙台市)
・破堤：延長30m

②浸水状況
・冠水区域 約10ha
（国有林内）
・浸水家屋数 －

２－８ 平成２６年１０月１４日 台風１９号
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破堤箇所 破堤箇所

16⽇16:00 応急⼯事完了

県内における主な河川被災

二級河川坂元川水系戸花川
①概要

・戸花川(右岸)(山元町)
・破堤：延長21m

②浸水状況
・冠水区域 約0.5ｈａ
（休耕田内）
・浸水家屋数 －

切回し箇所（⼟のう設置）破堤箇所

15⽇17:40 応急⼯事完了
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２－９ 平成２６年度の主な水害・土砂災害

３ 宮城県における川づくりの取組

20

３－１ 見える川づくり計画の基本方針
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３－２ 見える川づくり10箇年計画
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（１）「見える川づくり計画」策定の背景
豪雨や宮城県沖地震により発生する津波などの対策として，効率的・効果的な施設整備の推進

のために，平成１８年度に「見える川づくり１０箇年計画」を策定。

（２）「見える川づくり計画」の性格
防災対策を主としたハード，ソフト事業の投資プログラム。

（３）見直しの必要性
Ⅰ 沿岸域の整備のみならず，上流域も含めた上下流一体となったハード，ソフト両面からの総

合的な治水対策が必要
① 東日本大震災により状況が一変し，沿岸域河川の治水安全度が著しく低下。
② 沿岸域における災害復旧事業による津波対策等を前提とした，県内河川の効率的かつ効果

的なハード整備が必要。
③ 多発する「ゲリラ雷雨」に対する河川整備やソフト施策も必要。

Ⅱ 個別ダム事業の検証作業結果をふまえたダムの建設方針など新たな施策を立案

（４） 計画期間
県が定めた「宮城県社会資本再生・復興計画」と整合を図り，目標期間を平成３２年度と設定。

（５） 対象事業
県が投資する河川事業，ダム事業，災害復旧事業（河川，ダム）を対象。

基本的事項

３－３ 見える川づくり実施計画（事業毎の整備目標）
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内陸部の災害復旧事業については平成２５年度までに概ね完了。沿岸域の災害復旧事

業については，復興まちづくりと調整を図り，比較的頻度の高い津波に対する堤防高さ
を確保した上で平成２９年度までに完了。

① 災害復旧事業

沿岸域の災害復旧事業，社会資本整備総合交付金（復興）及び防災・安全交付金事業

の進捗にあわせ，事業箇所ごとに５～１０箇年で一定の整備効果が得られる一連区間を
設定し，効率的，効果的に整備を実施。

② 河川事業

川内沢ダムについては，ダム建設に向けた測量・調査等を実施し，計画的な事業推進。

直轄事業となった筒砂子ダムについては，国，町等との連携のもと事業の円滑化。
管理ダムについては，信頼性確保及び機能向上を図るため，計画的かつ効率的に堰堤改
良事業を実施。

③ ダム事業
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○ 河川施設の復旧状況は，被災箇所274箇所に対
して着手箇所が261箇所(約95%)，完了211
箇所(約77%)。※H26/9末時点

○ 完了年度は平成29年度を目標。

○ 復旧事業の進捗と合わせて，河川整備基本方針
等を順次策定，変更中。

北北上運河 水門復旧完了

砂押川 盛土・舗装・防護柵設置完了

富士川・釜谷川 築堤護岸工 施工状況

川内沢川 堤防工・沈下戻し 施工状況

女川 築堤護岸工 施工状況

３－４ 施策を実施する具体的整備箇所【災害復旧事業】

凡　　　例

平成 25 年度実施

平成 26 年度実施

平成 24 年度実施

平成 27 年度以降

他事業
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○一級河川北上川水系迫川は栗原市及び登米市街地を貫流する河川である。
○河道断面が狭隘なため，これまでカスリン・アイオン台風など多くの洪水被害が発生しており，

近年でも平成14年7月の台風による出水で、浸水面積996ha､床上30戸･床下浸水205戸の被害。
○治水安全度向上のため､昭和15年から事業着手｡概ね1/30確率の洪水に対して浸水被害解消を図る。

概ね１／３０確率洪水による
浸水被害を解消

浸水家屋
９８，６２８戸

概ね１／３０確率洪水 事業完了後

浸水被害解消

床下浸水 ０戸
床上浸水 ０戸

事業効果

事業実施による水位低下

○河道掘削により流下能力を
確保し浸水被害を軽減

浸水範囲：平成１４年７月

３－５ 施策を実施する具体的整備箇所【迫川】

事例【河川事業】
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国際Ａ級漕艇場

長沼ダム現況

• 長沼ダムは，計画高水流量1,700m3/sのうち，600m3/sを調節。

• 昭和４６年から４３年間、約834億円で竣工（Ｈ２６．５）

治水計画

長沼ダム現況写真（平成26年2月撮影） 試験湛水S.W.L到達時

長沼水門

迫川→

長沼ダム

長沼水門

・ダム本体が完成したことから平成25年11月から
試験湛水開始、平成26年3月に試験湛水完了。

・一部補償工事が残っているが、平成26年5月31
日に「竣工式」を実施し､平成26年度に管理移行

３－６ 施策を実施する具体的整備箇所【長沼ダム完成】

事例【ダム事業】

竣工式



超過洪水対策の考え方と今後の取組（スケジュール）

項⽬ H26 H27 H28 H28以降

ハード整備の検
討を⾏い，ハー
ド・ソフト両輪
で実施

■河川改修あり⽅検証
・降⾬強度式の検証

■河川改修あり⽅検証
・現況治⽔安全度の検証

■河川改修あり⽅検証
・将来投資可能額を検討

し，要整備箇所の検討

⾒える川づくり
計画の⾒直し

■⽔防対応⼒の向上
・⽔防対応⼒向上講演会等

■⽔防対応⼒の向上
・⽔防対応⼒向上講演会等

■⽔防対応⼒の向上
・⽔防対応⼒向上講演会等

⽔防対応⼒の更
なる強化

■MIRAIの更新
・河川⽔位状況等の可視化 （ITVカメラ画像の公開）

■MIRAIの適切な運⽤ 情報提供の
あり⽅検討

既存施設の有効
利⽤やソフト施
策を重視

■適切な維持管理の実施
・河積阻害の解消，⽴⽊伐採（草刈マップ，堆積⼟砂マップ，⽀障⽊マップ

の有効活⽤）
・堤防天端補強，距離標設置
・ストックマネジメントの着実な推進

みやぎ型ストッ
クマネジメント
に基づく適正な
施設管理

流域内での排⽔
対策を⽀援

■内⽔排⽔対策への⽀援
・防災調整池の設置指導 （太陽光発電対応，復興まちづくり対応など）
・⾬⽔貯留・浸透に係る 啓発活動（出前講座）

条例化もふまえ
た総合治⽔対策
検討

３－７ 施策を実施する具体的整備個所【局地的大雨対応】

14

３－８ 水防・危機管理体制の充実

28

① 洪⽔予報
⽩⽯川，七北⽥川，迫川の３河川では，宮

城県と気象庁が共同で，洪⽔予報を⾏ってい
ます。

●大雨・洪水時においては，地域の水防活動と迅速な避難行動が重要

●被害を最小限に留めるために以下をはじめとする施策を実施して
おり，危機管理体制のさらなる充実を推進

② ⽔位周知河川
洪⽔により相当な損害が発⽣するおそれが

ある２１の県管理河川を⽔位周知河川に指定
し，特別警戒⽔位等を設定し，橋脚や量⽔標
に現地表⽰をしています。

MIRAIパソコン画⾯

③ 宮城県河川流域情報システム（MIRAI）
による情報提供の充実（H28年度更新）
宮城県では，河川の⽔位や降⽔量，ダム情

報等をインターネットや携帯電話を通じて皆
さんに提供しています。
H28年度には,七北⽥川,⽩⽯川,迫川にITVを設置

４ 貞山運河再生・復興ビジョンに

ついて（桜植樹の取り組み）

29

４－１貞山運河再生･復興ビジョン ～運河群を復興のシンボルに～

30

〇 運河群を含めた沿岸地域の，復興において目標とする姿や，それを実

現するための取組みについて記載

〇 民間を含め，様々な主体の情報共有や連携強化を図り，復興に向けた

取組みを推進していく

 県民のみなさまが“復興のシンボル”と誇れる，運河群の再構築

 運河群の歴史を未来へと繋ぐ“鎮魂と希望”の沿岸地域の再生

 県民のみなさまが“復興のシンボル”と誇れる，運河群の再構築

 運河群の歴史を未来へと繋ぐ“鎮魂と希望”の沿岸地域の再生

平成２５年５月 宮城県土木部

「貞山運河再生・復興ビジョン」

・行政連絡会議（国，県，市町） ・学識者検討座談会 ・パブリックコメント

・有識者およびNPO等ヒアリング ・知水講座（一般向け公開講座）

・行政連絡会議（国，県，市町） ・学識者検討座談会 ・パブリックコメント

・有識者およびNPO等ヒアリング ・知水講座（一般向け公開講座）

＜推進体制＞

４－２地域資源を活用した社会資本整備の推進【貞山運河の復興】

津波防御方式：
堤防方式（T.P.+3.7m）

復旧内容：
堤防嵩上による
河川遡上津波防御

【木曳掘】中貞山運河・南貞山運河・五間掘川

• 単なる災害復旧に留まらず，「貞山運河再生・復興ビジョン」に基づき復興のシンボルとして誇れる，貞山
運河の再構築を図る。

• 民間等との協働による，貞山運河をはじめとする運河群沿川での桜植樹の実施。

【貞山運河の復興方針】

• 大震災を契機に，歴史的遺産である貞
山運河の存在価値を再評価。

31

貞山運河の堤防に植樹する場合のイメージ図

４－３地域資源を活用した社会資本整備の推進【運河景観デザイン】

32

貞山運河群復旧にあたり，期待されている役割
やニーズを整理し，各地域ごとの整備目標

（イメージパース）を作成

32

五間掘川の例
「貞山運河再生・復興ビジョン（H25.5策定）」の基

本施策「運河群にふさわしい景観の復元・創出」
の具体絵として学識者から意見をいただき

景観デザインを検討

学識者との意見交換会の様子

貞山運河群

４－４ 協力の募集について

33

募集内容募集内容

寄附金
桜植樹に必要な寄附金を募集します

桜植樹ボランティア
桜植樹にご協力いただける団体を募集します

苗木や資機材
苗木や支柱・土壌改良材などの
資機材を募集します

桜回廊サポーター
植樹した桜の育成や管理にご協力

いただける団体を募集します

運河沿いに桜を植樹するためには，多くの方々の植樹
参加や苗木などの資材提供，植樹のための用地取得など
の費用が必要です。多くの方からのご支援を受けて，愛
される桜並木を実現したいと考え，現在支援を募集して
おります。

５ 宮城県の海岸と震災対策

34

５－１ 宮城県の海岸被災概要
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● 「比較的頻度の高い津波」や「高潮・波浪」を対象に堤防高を設定
● 三陸南沿岸は主に「津波」で決定、仙台湾沿岸は主に「高潮・波浪」で決定
● 地域の経済活動に配慮し、従来よりも細分した区域で高さを設定

○計画堤防高の設定（ユニットへの区分）東日本大震災を踏まえた堤防高さの変更

５－２ 県内の海岸堤防高の設定 ５－３ 宮城県の海岸堤防の整備計画 精査中
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女川町
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東松島市まつしままち

松島町

しおがまし

塩竃市
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せんだいし

仙台市

なとりし

名取市

いわぬまし

岩沼市

わたりちょう

亘理町

やまもとちょう

山元町

けせんぬまし

気仙沼市

りふちょう

利府町

宮城県

○宮城県岩手県の整備延長比較

5m未満

5m以上10m未満

10m以上

凡 例

被災前 計画

○宮城県の海岸線延長は約830㎞であり、このうち海岸堤防の整備が必要な延長は約240㎞と３割程度。
○三陸沿岸は地形条件から津波高が高くなるため、10ｍを超える高さの堤防が必要となる地区もあるが、

約４㎞と1％程度。

（宮城県の例）

【宮城県】
堤防高 震災前 現計画

約１０８．６ｋｍ 約９２．６ｋｍ
（約１３％） （約１１％）
約４５．５km 約１４３．２ｋｍ

（約６％） （約１７％）
０ｋｍ 約３．６ｋｍ

（約０％） （約１％）
約１５４．１ｋｍ 約２３９．４ｋｍ

（約１９％） （約２９％）

５ｍ未満

５ｍ～１０ｍ未満

１０ｍ以上

堤防延長（合計）

※（　）書きは海岸全延長約830kmに対する割合。

宮城県 岩手県

海岸線延長 約830km 約710km

整備延長 約240km 約 80km

高さ１０ｍ以上 約 4km 約 50km

５－４ 被災した公共土木施設の復旧状況 【海岸】
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長渡海岸復旧状況

東名海岸復旧状況

仙台湾南部海岸

○ 海岸保全施設の復旧状況は，被災74箇所に対し
て着手箇所が68箇所(約92%)，完了6箇所（約
8%)。H26/9末時点

○ 完了年度は、平成29年度を目標。

○ 海岸保全基本計画の変更に着手。

戸倉海岸復旧状況

菖蒲田海岸復旧状況

５－５ 被災した施設の復旧状況【直轄事業】
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完成写真（岩沼海岸）

完成写真（岩沼海岸）

●被災した海岸堤防約２９ｋｍを概ね５年間
で復旧予定

●仙台空港や下水処理場などの重要施設
保全のため約5kmはH25.3完成。

●H26.9末までに、約25km完成
（完成率:8割)

約２９ｋｍ

40

５－６ 被災した施設の復旧状況【菖蒲田海岸】

〇震災前の状況（H18.5）

〇震災後の状況（H23.4）

〇復旧状況（H26.10）

●菖蒲田海岸L=1.7km復旧。H28完成予定。
●L=1.1km(約70%)着手、L=0.2km(約１２％)完成済
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● 今次津波のような巨大な津波が来襲しても、効果を粘り強く発揮する構造上の工夫
 少しでも壊れにくくし、避難時間を確保 ・堤防全壊の危険性を低減

被災メカニズムの実験

◆海岸堤防（傾斜堤）標準断面（復旧イメージ）
※砂浜海岸に採用

◆海岸堤防（直立堤）標準断面（復旧イメージ）
※岩礁海岸に採用

粘り強い堤防構造

陸 側

海 側

裏法被覆の補強・工夫

裏法尻部の保護

天端保護工の補強

法留コンクリートの補強

※ 裏法堤脚保護工に関しては、地
区条件によって対策工法を選択

海 側

被災前に比べ強化
（天端・裏法被覆）

被災前に比べ強化
（裏法尻洗掘防止）
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５－７ 海岸堤防の構造
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○海岸生態系への配慮

○ 海岸景観への配慮

○海岸環境の回復

岩礁性、砂浜性生物の
生息環境への配慮

・震災前の生態系に関する文献調査の実施
・復旧工事前の生態系、水質、地形の調査の実施
・復旧工事後の継続したモニタリング調査の実施

海岸保全施設復旧にあたって
海岸景観への配慮

・隔壁工等による海岸堤防嵩上げの圧迫感を緩和する構造の採用
・覆土や海岸防災林による周辺環境と調和する工夫

震災前の良好な
海岸環境への回復

・震災前にあった砂浜を復元出来るよう復旧工法を工夫
・砂浜の回復にともなう砂浜性生物の回復

基本方針

具体的な取り組み

海岸堤防の復旧事業を進めるにあたり、各海岸における自然環境（動植物）への配慮事項について、各分野の専
門家・学識者より助言・指導をいただき、自然環境と共存した復旧工事を行うと共に早期に復興を進める。

検討箇所選定

•県のＲＤＢの構成
員等より聴き取り
を実施し、検討箇
所を選定

事前調査

•各海岸毎に調査
(文献調査等）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ選定

•各海岸毎の重要
種等に合せアド
バイザーを選定

施工等に関する配
慮事項の調整

•施工方法、施工時
の配慮事項等に
ついて、調整打合
せの実施

復旧工事

•アドバイスに基
づき復旧工事
実施

環境アドバイザー制度
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５－８ 河川・海岸の環境・景観への配慮 ご清聴ありがとうございました
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